
 

 

シカは全身、地域の宝 

シカ産業を興して、地域を元気に！ 
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近年深刻化するシカ被害。捕獲によっ

て個体数を減らす対策がとられるが、シ

カ資源の活用は思うように進んでいない。 

古くからシカと親密につき合ってきた

歴史を精神史、物質史両面からふりかえ

りながら、現在のシカ被害対策の問題点

を浮き彫りにする。そして、問題解決の

方向性をシカの準家畜化に見出し、シカ

を丸ごと地域資源として有効活用するた

めの方策を提案する。 

また、1990 年代から試みられてきた国

内での養鹿（シカ飼育）の取り組みを検

証しつつ、今後シカ産業を興し、地域を

元気にしていくための牧場経営やシカの

生理生態を踏まえた飼養管理の方法につ

いて具体的に解説する。 
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